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 ＮＰＯ法人 ナルク 茨木･摂津拠点   ナルク(ＮＡＬＣ)平成２７年 7月号付録 

   
   

〒567-0885 茨木市東中条町 1－6 あいおいニッセイ同和損保 介護研修センター３Ｆ 
１８２号   Tel 072-620-6088   FAX 072-620-8707  Mail: oshidori-nalc@ktb.biglobe.ne.jp 

 
２０周年を迎えて       ナルクの活動で生きがいと 

出会いを得よう 
     茨木・摂津拠点                             ＮＰＯナルク          

代表 石田あけみ                 会長 髙畑敬一 

 

当拠点は設立から２０周年を迎えました。 

平成７年に１５名でスタートした会員は現在４３４名

となり、活動時間は年間約２万時間となっていま

す。これは先輩会員の努力と茨木市、摂津市、関

係機関の方々のご理解と支援の賜物と感謝申し

上げます。 

当拠点は、高齢者・障がい者、子育て支援、高

校授業協力など従来からの活動に加え、茨木市

委託事業であるごいっしょサービス、日常生活支

援の増加により、地域になくてはならないボラン

ティア団体として認められています。また登下校

の見守り・送迎、クリーン大作戦、バザーなど奉仕

活動においても、積極的な参加が地域から求め

られております。 

しかし２０年の経過は大きな実績とともに、ま

すます進む少子・高齢化社会で生きる私たちに 

問題を投げかけてもいます。６０歳で入会した会

員は今や８０歳となり、元気で活動できる会員が

いる反面、支援が必要となる会員も出てくると

思われます。その時こそ真のナルクの存在意義

が問われるのではないでしょうか。地域になくて

はならないナルクは、会員自身にとっても頼りに

なる存在であるはずです。信頼できる仲間・心の

垣根を外して語り合える仲間がすぐそばにいる

でしょうか。美辞麗句では解決できない現実と向

き合う心つもりはできているでしょうか。これが

私たちの現実です。 

会の存続のためには、若い世代の会員増は必

要最低条件です。これらの課題を抱えながら、多

くの方の知恵と力を頼りに模索しながら前に進

みたいと思います。 

 

 

本部と同じ年に２０周年記念イベントを実施で

きる拠点は全国でも極めて限られる。 

当拠点「おしどりの会」をいち早く立ち上げ、その

後、地域に貢献出来るように成長した理由を私

なりに挙げてみると、次の諸点が浮かんでくる。 

① 拠点設立準備委員は旧来から私と活動を一

緒にしてきたメンバーである 

② 少林寺拳法連盟の指導者に積極的な協力を

得た。 

③ 会員で福祉専門の方々が積極的に参加・活動 

し、地域に貢献しようとの目標を共有してい

た。 

④ 地域の病院（済生会茨木病院等）や大阪府立

特別養護老人ホーム等の協力を得て、早期

にホームヘルパー養成講座（３級）を開催す

ることが出来た。 

⑤ 活動を進めるにあたり会員を地区別にグル

ープ化してコーディネーターを配置し、全体

としてトータルコーディネータが運営する仕

組みを作った。 

⑥ 地域に密着した活動の一つとして、茨木高等

学校から依頼を受け「高齢社会を生きる」の

テーマで元気な高齢者の活動を語り伝えて

いる。 

⑦ 「介護サポーターテキスト」作りから参画され、

いち早く「介護シニアサポーター研修会」を

始めることができた。 

 

多様な活動が思い出されるが、今後とも、一

層地域貢献に徹した活動を継続される事を

期待します。 

 

 

 

20周年記念号  ナルク茨木･摂津「おしどりの会」 
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お祝いの言葉 
 

 

茨木市長  

木本 保平 

 

「ＮＰＯ法人ナルク茨木・摂津『おしどりの会』」が

設立２０周年を迎えられましたことを心からお慶

び申しあげます。 

貴会は、平成７年７月に設立され、以来、２０年の

長きにわたり、全国ネットのＮＰＯ法人「ナルク」の

活動拠点の一つとして、介護支援や環境美化、子

育て支援など地域に密着したボランティア活動を

展開され、着実にその成果をあげてこられたとこ

ろであります。 

改めまして、東條代表はじめ、役員、会員の皆様

方のご努力に心から敬意を表する次第でありま

す。 

 

さて、「超高齢社会」を迎えており、本市も高齢

化率が２２パーセントを超え、今後も一層の進展が

予測されます。 

こうした中、「生きがい、自立・奉仕・助け合い」

をモットーに、豊かな知恵と経験を生かして活発

に奉仕活動を展開されている皆様方の役割、そし

て期待はますます大きくなっていくものと考えて

おります。 

どうか、皆様方には、２０年間培ってこられた実

績と経験を礎とされまして、「住み慣れたまちで

安心して暮らすことができる社会」の実現に向け、

一層のお力添えをいただきますようお願い申し

あげます。 

 

結びに、「ＮＰＯ法人ナルク茨木・摂津『おしどり

の会』」のますますの発展と会員皆様方のご健勝・

ご活躍を祈念申しあげ、お祝いのことばといたし

ます。 

 

 

 

 

   

 

 

 

   摂津市長 

森山 一正 

 

ＮＰＯ法人ニッポン・アクティブライフ・クラブ茨

木・摂津拠点が設立から２０周年を迎えられまし

たことを、心からお慶び申し上げます。 

 

日ごろ貴クラブの皆様には、生涯現役を合言

葉に、高齢者・障がい者の在宅介護や子育て支援、

また通学路の見守りや清掃活動など、地域での

ボランティア活動を通じて、本市のまちづくりは

もとよりシニアの生き甲斐づくりに多大なるご

尽力をいただいておりますことに、深く感謝申し

上げます。 

 

近年、極端な少子高齢化の進行により、地域力

の急激な衰退が心配されております。そんな中、

貴クラブの皆様が豊富な経験や知識を活かされ、

率先して地域の担い手として活躍していただい

ておりますことは、たいへん心強い限りでありま

す。 

本市といたしましても、これからも貴クラブの

皆様と連携を図りながら、誰もが生き甲斐を持っ

て安全・安心に暮らせるまちづくりを進めてまい

りたいと考えておりますので、今後とも一層のご

支援ご協力をお願い申し上げます。 

 

結びに、設立２０周年を契機に貴クラブがます

ます発展されますことを衷心より祈念いたしま

すとともに、会員皆様方のご健勝ご活躍をお祈

り申し上げ、お祝いの言葉といたします。 
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 茨木市議会議長   

坂口 康博 

 

ＮＰＯナルク茨木・摂津拠点の設立２０周年を心

からお祝い申しあげます。  

貴拠点は、平成７年に設立されて以来、「自立」

「奉仕」「助け合い」「生きがい」を理念として、子

育て中の若い方をはじめ高齢者・認知症の方に

いたるまで、地域で困っておられる方々への援

助や介助などの活動を、きめ細かく展開されて

来られました。そして、ここに、20周年という節

目の年を迎えられましたことは、歴代代表をはじ

め、役員、会員の皆様方のたゆまないご努力、ご

尽力の賜物であり、衷心より敬意を表する次第

であります。 

 

 今後とも、皆様方には、２０年間の歩みの中で

培ってこられた知識、技術、経験を十分に生かさ

れ、会員同士の助け合いをはじめ、社会奉仕活動

や自立活動によって、誰もが住み慣れたまちで、

いつまでも楽しく安心して暮らせる地域社会づ

くりに、なお一層、ご尽力を賜りますようお願い

を申しあげます。 

 

 市議会といたしましても、福祉施策に意を用い、

健康で明るく生きがいのある住みよい「夢があ

ふれるまち 茨木」の実現に最善の努力をして

まいる所存であります。 

 

 結びに、ＮＰＯナルク茨木・摂津拠点の今後ます

ますのご発展と、会員皆様方のご健勝・ご活躍を

心からお祈り申しあげ、お祝いのことばといたし

ます。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

摂津市議会議長  

渡辺 慎吾 

 

特定非営利活動法人「ニッポン・アクティブラ

イフ・クラブ」ナルク茨木・摂津が２０周年を迎え、

記念特別号を発行されることは誠に喜ばしく、心

よりお祝いを申し上げます。 

皆様におかれましては、発足以来、住み慣れた

街で安心して暮らしていくために、「自立」「奉仕」

「助け合い」「生きがい」の理念で多くの奉仕 

活動を展開され、成果を上げてこられました。 

これも、石田代表をはじめとする歴代代表、そ

して役員の皆様のご尽力と多くの会員の方々に

支えられての成果であり、皆様方のご活躍に深

く感謝と敬意を表します。 

 

近年の急速な少子高齢化社会への移行の下

で、社会を構成するすべての人々が、より豊かで

生きがいを高めていくために、それぞれの経験

や能力を生かしながら地域に密着した高齢者支

援、障害者支援、子育て支援を行うことが大変重

要で、ナルクへの期待がますます大きくなってお

ります。 

 

今後とも、「生涯現役」を合言葉に、社会と人に

尽くす喜びを「生きがい」とする、その使命と理

念に基づき、今後ますます発展、充実されますこ

とを祈念し、お祝いのことばといたします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=imgres&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://kids.wanpug.com/top_person.html&ei=0L-dVbDIOMaz0ATQwayABA&psig=AFQjCNGElOKZuzWKLZHuxrr1qBfZvAXuLg&ust=1436488016997085


4 
 

 

 

社会福祉法人 

摂津市社会福祉協議会 

会長職務代理者理事  

野口 良美 

 

ナルク茨木・摂津拠点（「おしどりの会」）設立 

２０周年を心からお喜び申し上げます。 

 貴会におかれましては、「自立・奉仕・助け合

い・生きがい」を理念とし、平成７年の設立から 

一貫して、地域に密着した奉仕活動を行われて

こられました。その功績に改めて心から敬意を

表する次第であります。 貴会の２０年の歩みは、

市民活動や社会福祉を取り巻く環境の変化に

応じながら、「時間預託制度」における会員同士

が互いに助け合う活動の他、病院・施設での活

動や地域清掃活動など様々なボランティア活

動を積極的に行われ、模範的な市民活動として、

地域に定着しておられます。当協議会におきま

しては、介護保険法の改正や生活困窮者自立支

援法の施行など、新たな福祉サービスが展開さ

れる一方で、その制度の狭間で充分な福祉サ

ービスが受けられずにいる方への支援などが

喫緊の課題となっております。地域福祉推進の

大きな原動力となる貴会をはじめとするＮＰＯ団

体や福祉サービス事業所、住民の方々などの参

加・協働により、地域で支えあう体制づくりに努

めてまいりたく、今後とも、貴会をはじめ関係各

位の皆様方により一層のご支援ご協力をお願

い申し上げるところでございます。 

結びに、ナルク茨木・摂津拠点の今後ますます

のご発展ご活躍を心より祈念申し上げましてお

祝いの言葉といたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新たな歩みに期待して一言】 

茨木市少林寺拳法連盟会長 

株式会社利宝・魚庵すし若 

代表取締役  若林 三雄 

 

ＮＰＯ法人ナルク茨木・摂津拠点の強い絆と今日

まで続けてこられました社会貢献事業に深く敬

意を表しますとともに、設立２０周年にあたり心よ

りお祝い申し上げます。 

近頃、歳のせいか月日の過ぎるのがまことに早

く感じる今日この頃です。  

私と「ナルク」とのご縁は、今を遡ること２１年

前に高畑敬一会長にお会いしたことに始まりま

す。高畑会長から「時間預託ボランティア団体」を

茨木市に立ち上げたいので、協力をお願いした

いとのお話をいただきました。 

当時、このような形でのボランティア活動がある

とは全く存じ上げませんでした。 

しかし、その時の高畑会長の穏やかではありま

すが毅然とした態度とぶれない信念を強く感じ

たことを今も鮮明に覚えております。 

少林寺拳法に「自他共栄」という教えがありま

す。他の人を支え、共に生きることで自身の器も

磨かれ育つということであります。この教えと高

畑会長の生き様がまさに一つになった出会いで

ありました。その後、会社事務所や自宅を活動の

拠点としてお使いいただき、今日までご支援を

続けてこられましたことは、私の人生における大

切な導きでありました。 

ナルクの理念は、「自立・奉仕・助け合い・生きが

い」が大きな柱となっております。初心を忘れる

ことなく歩みを前に進めていくことが「精進」で

す。    

どうぞこれからも「地域に根をはり」、「ぶれな

い奉仕団体」として活躍されますことを大いに

期待しております。 

 

 

 

 

 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://www.sc-osaka.org/about/img/sokushin.gif&imgrefurl=http://www.sc-osaka.org/about/sanka.html&h=250&w=300&tbnid=WcXjzXJab1ymDM:&zoom=1&docid=6DWmdMpznosbuM&hl=ja&ei=7cOdVfPFJcnT0AThsbrIBA&tbm=isch&ved=0CEYQMygcMBw
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社会福祉法人 恩賜財団  

大阪府済生会茨木病院院長         

立田 浩 

  

ＮＰＯ法人ナルク茨木・摂津拠点２０周年おめで

とうございます。 

ナルク茨木・摂津と私共の病院との関わりは、

設立当初の平成 7年に当院で開催されておりま

した「老人介護教室」に参加いただきましたこと

に遡ります。 

その後、この「介護教室」を共同で開催する運

びとなり、平成１６年に当時の山田代表、奥村副代

表に当院でのボランティア導入に向けてのご協

力をお願いし、その年の暮れ、正式にボランティ

ア活動が開始されました。 

現在のボランティア活動は、外来患者さんの案

内・誘導、ミシンがけ、花壇の整備および入院患

者さんに対する見守り・話し相手、車椅子の点検・

修理、ベッド・オーバーテーブル等の点検・修理と

多岐にわたっております 

 患者さんたちは病気や怪我を抱え、通常であ

れば容易にできることも場合によっては不自由

でままならない状態になっています。不安な心

で「病院」という非日常の不慣れな環境に身を

置かれているのです。そのような時に皆様の笑

顔や無償の行為が、患者さんに優しく寄り添いど

れほど心強く思われていることでしょう。 

皆様の貴重な時間を提供していただき、病院職

員一同を代表し、心からの感謝とお礼を申し上げ

お祝いの言葉に替えさせていただきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

ドゥライフ茨木 

施設長 高田 明 

                           

 

設立２０周年を迎えられ、誠におめでとうござ

います。 

ナルクとドゥライフ茨木とのお付き合いは、当時

の山田代表からお話があり、平成１７年１２月私ど

もの建物に事務所を移転されたときに始まりま

す。 

ドゥライフ茨木が１８年１月にオープンして以来、会

員の皆様には歌体操や麻雀、囲碁将棋・お茶出し、

食器洗いなど様々なボランティアに入っていた

だき本当にありがとうございます。改めてお礼

申し上げます。 

さて、これからは高齢者自身の「活動」と「参

加」が大きな鍵になってきます。要支援者は生活

支援のニーズが高く、配食・見守りなど多様なニ

ーズに応えるため「高齢者が積極的に生活支援

の担い手となり、支援が必要な高齢者を支える

社会を実現することが求められており、結果とし

て介護予防にもつながる相乗効果をもたらす。」

と言われています。 

この意味は、ナルクの「地域に密着したボラン

ティア活動」に参加することが会員ご自身にとっ

ても大切だということです。 

今後もご利用者の地域での暮らしを支えるた

め、地域連携の拠点としてナルクの皆様とともに

貢献していきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 済生会茨木病院 介護教室  ドゥライフ 歌体操  
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茨木高校  

入交 享子 

 

ナルク茨木・摂津設立２０周年おめでとうござ

います！  

あっという間の２０年だったように思うのは私

だけでしょうか…記念式典に伺い、皆様方のご

活躍を振り返ってみる機会を得ました。  

創世期の山田代表のご苦労を思うと、本当に

頭が下がります。当時定年退職された方の多く

が、肩書きの取れた一人の人間としての再スタ

ートに戸惑っておられる時代でした。仕事のやり

方が定年前と変わらなければ、だれもついてき

やしません。ましてやボランティアの世界で新風

を起こすなど考えもつかないことで、日本社会

の未来を的確に予測し、その道を切り開いてこら

れたことは、奇跡に近い「行い」だったと思いま

す。 

そのお姿に一目惚れして高校の授業に来てい

ただくようになって１６年を迎えようとしていま

す。 

池原代表、東條代表とその志を受け継がれ、高

校１年生に人生の歩き方を語っていただき、ボラ

ンティアのなんたるかを説いていただく機会を

得た北摂の高校生は幸せです。厚く御礼申し上

げます。 

新代表の女性参画に期待を新たに、益々のご

発展とご活躍を祈念いたしております。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    

 

 平成２７年度定時総会 議事録 
日時  平成２７年５月３０日（土）10：00～10：50 

場所  茨木市役所南館９Ｆ 茨木スカイレストラン  

１．代表挨拶   東條 良和 

２０周年を迎える記念総会・式典・懇親会にご参加と 

ご協力ありがとうございます。 

先日ナルク本部の総会に出席し、茨木・摂津拠点の

成長と発展を再認識しました。会員の減少が多い中、

茨木・摂津拠点は増加数全国で第４位。活動総合点で

は水戸、枚方に次ぐ第３位で、会員数を加味すると実

質１位と解釈しています。素晴らしい拠点だと思いま

す。これからも自信と誇りをもって頑張りましょう。 

６月２７日のイベントも迫って来ました。 

ご協力よろしくお願いします。 

２．総会成立   

司会より、会員数420名に対し、出席者78名、委任

状138名、計216名で総会は成立した、と報告された。 

３．議長選出 下川尚伸氏が選出され、書記に立野徉

子氏が指名された。 

４．議事 

 ①平成２６年度報告総括 

②平成２７年度活動方針（案）について  

代表東條良和氏より報告・提案された。 

 ③平成２６年度活動報告 

④平成２７年度活動計画（案） 

⑤平成２７年度主要行事予定 

 事務局の小松道生氏より議案書に基づいて報

告・提案された。 

 ⑥平成２６年度決算報告について 

 事務局長兼会計主任の石田あけみ氏より報告 

 ⑦平成２６年度監査報告について 

 監査役の徳留博氏より報告 

 ⑧平成２７年度予算(案）について 

 事務局長兼会計主任の石田あけみ氏より提案 

 ⑨平成２７・２８年度運営委員・組織（案）について 

代表の東條良和氏より提案 

５．議決 上記９件の議事、報告事項について、質問、

意見を求めたが無く、拍手を以て承認された。同時に

（案）は正式に決定とした。 

議長、書記退任  閉会        以上 
 

茨木高校授業支援風景  
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 設立当初のおもい・・・             

 山田 稔（初代代表）       

 

平成７年７月に１５番目の支部として茨木市福祉文化

会館（オークシアター）において、一般市民約７０名、会

員や来賓及び近隣支部代表を含めると１００名を超える

予想を上回る多くの皆さんに祝福していただき支部設

立総会を無事開くことができました。 

しかし、会員は比較的介護・福祉について経験が少な

い高齢者が多く、本当に市民の皆さんが困っておられ

るところを支える活動ができるか一抹の不安がありま

した。幸い入会された会員の中には「福祉の専門家」の

方がおられましたので、まず、その方たちの力を借りて

介護・福祉関係の研修会を行うとともに会員相互の交

流を図ることとしました。この研修会の計画を茨木市

の広報紙に掲載していただき、ＰＲを図るとともに、ボ

ランティア活動について、市民の皆さんにもお知らせすることができました。関心を持って頂いた市民

の参加を得たおかげで、幅広い活動ができるとともに会員を増やすことができました。 

「平成７年度事業計画と実績」等の記録に、下記の研修会に合計１８９名が参加したと記されています。 

まず、ボランティアに必要な知識としてのシリーズとして（○印・講師の肩書はいずれも当時のもの） 

①１０月：「正しい薬の飲み方」（講師会員・伊藤芙美子高槻赤十字病院薬剤部調剤課長） 参加者  ４０名 

②１１月：「福祉あれこれ 知って得すること」（講師会員・根岸幸正茨木市役所係長）      １７名 

③１２月：「おとしよりの食事と健康について」（講師会員・川本のぶ子高槻赤十字病院栄養課栄養士） １５名 

④翌年 1月：「特別養護老人ホーム春日丘荘」にて実習後                                  

「感染症の予防について」（特別養護老人ホーム春日丘荘次長）を受講          １７名  

⑤2月：「在宅サービス供給ステーションにて実習」社会福祉法人慶徳会「静華苑」    １５名 

⑥3月：「痴呆性老人の生活と福祉」（済生会茨木病院医療社会事業部室長）       １９名     

他に １１月に「痴呆への接近」 20名、 2月に老人介護教室（家庭での介護の基本と実際・家庭にあ

るものを活用して） １８名等の勉強会と、会員岡崎昌弘大阪市環境保健局課長および岡崎聖子夫人か

らも資料をいただき指導を受けました。   

以降研修会では、本部からのテキストを参考に独自の「サービス提供者の心がけマニュアル」を作成

し、毎日活動している中で新しい状況・事象が生じると都度追加修正して、実情に即した内容にまとめ

ていきました。この「マニュアル」を参考に本部としても「テキスト」の必要性を感じられ、作成事務に協

力要請があり、当方から澤井敏江氏、奥村妙永子氏が参加し原稿の作成を担当していただきました。 

以後、毎年このテキストを使っての研修が定着して信頼を得てきました。 

更に平成９年には、「ＷＡＣアクティブクラブホームヘルパー研修」(北摂３拠点主催)を催し、42名 

(内茨木・摂津会員１５名）に参加していただきました。 

 この間、茨木市社会福祉協議会等のご指導・ご支援をいただきながら、地道な活動を続けたおかげ

で会としての介護・介助作業の実力も向上し会員も増加しました。 

このような取り組み姿勢はその後現在まで確実に引き継がれ、当拠点の支援活動力を高め幅広い

活動を支える大きな力になっていると感じています。  

 

おしどりの会創刊号  
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研修活動について 
 

研修会を始められた「志」を初代リーダーにお聞きしました。 

ナルク茨木・摂津拠点（以下「おしどりの会」という）も発足時は、ナルクの活動を知る人も少なく、支援

要請があれば対応できるよう、“高齢者や障害者の介護知識（理論）・実技を身に付けたい”という思い

で、研修を続けてこられました。（前記：） 

最近では、毎月実施している研修担当連絡会で意見を交換し大筋の方向性を話し合ってすすめて

います。基本的な考え方は次の通りです。 

１．「おしどりの会」全体に係る大きな行事と重なる月には研修会を実施しない。 

２．研修内容によっては、毎年または２～３年に１回のサイクルで実施する。 

３．その他要望があれば必要に応じて年度内でも研修会を実施する。 

４．担当者全員の協力体制で進めていく。 

 平成２６年度研修活動状況は 

◎第 7回シニア介護サポーター養成講座（㋄・㋆・㋈・㋊・㋀に開催） 

◎新入会員を対象にした研修 

◎市の生涯学習出前講座の研修 

◎ボランティア委員会の研修（協力） 

◎その他（リクエストを含む）の研修 となっています。 

なお、平成２０年度第１回を皮切りに平成２５年度第６回まで継続して「シニア介護サポーター養成講 

座」を開講、７２名の方が本部発行の修了証書を受けています。 

しかし、時間その他のご都合で一部の講座が未受講となり、未修了の方も多くおられますので、平成

２６年度（第７回）はこの未修了の方々も、受講し易いように月１回の講座（３時間）を年間５回に分けて実

施しました。内容も法の改正などで変ったところもあり、   

参考になりますので再受講の方も大歓迎でした。  

会員の方が実生活やボランティアで役に立つ「介

護の知識と技能｣を身につけ、自信をもって活動してい

ただけるようこれからも研修会を開催します。そのた

めにも、皆さんのご指導・助言とご参加をよろしくお願

いします。 

お互いの助け合いを重視し、一人一人が健康に過ごす

ためにも、社会情勢も考えて認知症予防に役立つ研修

会等も進めていくようにしたいものです。 

ボラ ンティアをしながら、自分自身も健康と生きがい

を求める意識が大切で、高いアクティブシニアを目指

して頑張っていきましょう！      

           （研修担当一同） 

        

 

 

 

 
 

７回養成講座案内チラシ （初回講座は終了済） 

http://flowerillust.com/flowername_cosmos.html
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      代表就任のご挨拶  石田あけみ 

 

今年２０周年を迎えた当拠点は、諸先輩の実績の上に新しい試みを加えながら、 

これからも発展・成長を期待されているボランティア団体です。 

国の方針である地域包括ケアに見られるように、社会保障・福祉の担い手は行政から地域へと、その

流れは止めようがありません。そのような中でナルクの出番は確実に多くなってくるでしょう。 

一方で当拠点の高齢化にも対応が必要となります。組織運営のひとつに水平関係と自律が必要と

言われています。これは上下関係や管理の強化だけでは運営がスムーズにいかないケースが少なく

ないことが原因ではないでしょうか。引っ張り、仕切るリーダーから動ける環境やきっかけをつくり、そ

の気にさせるファシリテーターの存在へと変化の時期なのかもしれません。 

 地域で活動するためには行政はじめ関連機関の方々との協働が必要なのは言うまでもなく、また

責任が伴うことも多々あると思います。 

３代のリーダーによって作られたレールはすでにしっかりと敷かれています。その上をファシリテー

ターとして、微力ながら歩んでいこうと思っています。 

 皆様のご協力をお願いいたします。    

  

 

 

              代表退任のご挨拶  東條良和 

 

２年間で辞めるのか？ とお叱りの声も頂きましたが、３代目就任以前から一貫して

云って来た待望の女性代表が実現、予定通り卒業させて頂きました。 

 

この２年間を振り返れば、会員数は３０人増え４３４人、活動者は９人増え１３４人、活動時間は５千時間

増え 17,500時間、利用点は１８点増加、資産は微増でした。 

会員数の減少が止まらない拠点が多い中、それなりに成長が続いたのも、諸先輩が築かれた伝統の

力に加え、新しく採用したブロック制など顔の見える運営に、知恵とアイディアを競って盛り上げて頂

いたリーダーさん達の功績によるものと感謝しています。 

地域の関連団体の皆さまとの協同は、代表職でなければ得られない貴重な場でもありました。 

ご指導頂きました皆様に厚く御礼申し上げます。 

やっぱり茨木・摂津は凄い！ 当拠点最大の行事「２０周年記念イベント」は、皆様のお蔭で成功裡に

無事に終えることができました。苦しいことも多々ありましたが、自分磨きの貴重な体験になったと思

います。お疲れさまでした。 石田新代表には持ち前のキャラで少子高齢社会、地域包括ケアへの取

組みなど、地域に密着した活動に山積する課題に果敢に挑戦して頂き、ナルク成長発展のため皆で盛

り上げて行きましょう。  
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総会・式典・懇親会のチラシ 

 

 

 

ご支援有難うございました。 

 

２０周年記念行事開催にあたり、あたたかい 

ご配慮をいただき感謝申し上げます。 

ご芳名 

済生会茨木病院様 シニアカレッジ様 

㈱花廣様 茨木市民活動推進ネット様  

藤井みのぶ様 寺井正治様  

大阪南拠点様 南京都拠点様  

宝塚川西拠点様 中野幸一様  

澤井敏江様 

 

 

 

 

２０周年記念懇親会 

５月３０日午前中の総会、記念式典終了後、市役所本館前の

中央階段で１００名越えの人数で記念撮影を終え、午後１時から

石田新代表による司会で懇親会の始まりです。 

山田初代代表のカンパーイの声でグラスを挙げ、中華料理の

食事、歓談へと進みました。 

来賓のお客様も大勢加わっていただき、あちらこちらのテーブ

ルでお話は盛り上がっていました。 

お馴染みの城ケ野さんの祝い歌、上野さんの“きみまろ”漫談で座は和み、ビンゴゲームには熱中しま

した。何回も練習をした２１名の混声合唱団、そして最後は会場のみなさんに加わっていただき、盆踊り

“茨木音頭”（茨木の名所、名産、♪椿の本陣、三島のうど♪）の歌に合わせて踊り、たくさんの方々への

感謝と共に締めくくりました。 (新堂 竹村文子) 

 

 

 

設立当時を振り返って  絆 

４月２４日会議室に当拠点設立当時の会員岡崎さん、石津さん、宮本さん、中野さん、岩本さんの５名

の方にお集まり頂き、設立当時の懐かしいお話から今後のナルクなどについてお話をしていただきま

した。 

まず入会のきっかけになったお話から始め、それぞれが振り返りながら、病院介護付き添い人の廃止

の時、新聞でナルクの情報を得て福祉会館での説明会に行き入会。山田さんから入会を勧められ入会。

ナ

ナルクの想いあれこれ 
 

http://flowerillust.com/html/frame/frame_leaf0031.html
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介護に預託点活動システムが利用できることに着目し入会。高畑会長との縁で入

会。新聞紙上で情報を得て説明会に参加し新しい考えに興味を持ち入会など様々

な入会の動機がありました。 

事務所は「すし若」若林社長様のご配慮のおかげで JR茨木駅前すし若ビル２階を

貸していただき設けることができ、以後４回の引越しを経て現在の事務所になりました。 

発足当初は名前も売れていないので利用者も無い状態で、会員同士で庭の草引きや花の水やりな

ど出来ることを少しずつ行っていました。支援に入った家では家政婦扱いされたこともありナルクボ

ランティアの趣旨を理解してもらえなかったこともありました。 

支援状況については内容を吟味しながら支援するメンバーとコーディネーターは二ケ月に一回程

度は必ず打合せ、支援内容に偏りが無いかなど問題点を把握するように努めました。それらの情報を

基に勉強会を通してコーディネーターから研修を受け、支援者が同じように活動できるようにマニュア

ルも作成しました。新しい人が支援に入る場合は必ず同行して現状を把握するようにしました。事務所

当番は必ず慣れた会員と共に担当しナルクの内容を把握してもらうようにしていました。 

利用者さんの経済的事情などもあるため善意の押し付けには配慮しながら支援しました。利用者さ

んのご家族から感謝の手紙を頂きやり甲斐も与えられました。 

１９９７年介護保険制度が制定され、拠点から本部主催の３級研修・２級研修を受講し資格を取得しまし

た。支援をする中で様々な知識が必要であるという観点から、薬の話・感染症の話・税金の話等などの

研修会を企画し、自前で講師を務め自作の資料も活用しました 

 これからの課題として、預託点を利用したいが会員が高齢化しているので依頼しにくい、支援する

側が高齢化していく中で如何に新しい人材を確保していくか、現在の支援はかなり無理をしているよ

うに見える、会員が気持良く受けられる支援活動をしてほしい等の活発な意見が出ました。 

３時間余りの座談会でありましたが、皆さんとてもお元気でナルクの仲間は自分たちの宝だと言わ

れており、深い絆を感じました。 

今後も加入期間・年齢等に関係無く、共に協力しながら活動していける拠点でありたいと思いました。 

（新郡山 杉本政代） 

 

 

☆平成１５年からナルクにお世話になり、元気で今日をむかえられている事を嬉しく思います。 

今まで支援をして下さった方はいつも新しい話題を色々話して下さり外出の少ない私には楽しみにな

っています。今は元気ですが私もだんだん年を取って来ますので、体の動くうちは茨木おしどりの会

にも時々出かけて皆さんとお話したいと思っています。私は下手の横好きでピアノを

現在も習っています。ピアノを伴奏してナルク支援者の方に歌ってもらっています。 

私は大変ハッピーです。      （西駅前町  杉浦 緑） 

 

☆両親共働き家庭の為、小学校のお迎えをどうしょうかと困っていた時にナルクさんに出会いました。 

 「ナルクさんとちゃんと帰れるのだろうか、」不安なスタートでしたが、そんな不安は全く必要がなく、

優しい方々に巡り会い、我が家の娘たちは楽しんで下校するようになりました。旅行に行くたびに「ナ

ルクの〇〇さんにお土産買う～」ととっても好きな存在のようです。 

 お姉ちゃんは一人で登下校が出来るようになり、寂しいですがナルクさん卒業です。二人ともナル

クさんを卒業したら今度はお手伝いが出来るようになったらいいな・・なんて思って

います。感謝の気持ちでいっぱいの両親です。今後ともよろしくお願いします。    

(沢良宜東 平田桂子： 七海ちゃん 歩伽ちゃん）    

利用者さんの声 
 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://cooplifetokushima.com/wp/wp-content/uploads/2015/02/9d281a6e6fa35a5473ececdcbb69c669.png&imgrefurl=http://cooplifetokushima.com/slug_08/%E3%83%94%E3%82%A2%E3%83%8E%E8%AA%BF%E5%BE%8B/&h=675&w=686&tbnid=L3ZW4-wNp9QzTM:&zoom=1&docid=4NjY_I8RotsU7M&hl=ja&ei=KsSbVcaBN8TJ0ATP55zADg&tbm=isch&ved=0CC8QMygMMAw
http://flowerillust.com/html/frame/frame_leaf0031.html
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☆思い返せば、ナルクとの出会いは、平成２１年桜が満開の三月の末、無事に双児が誕生した零歳の

頃のこと。スロープのないマンションに住んでおり双子用のベビーカーで三段の階段が降りられない

ことに気付き、仕事に復帰するとき介助が必要になり、子育て支援センターに問い合わせたことが始

まりでした。 

それから、坐骨神経痛で腰をいためていたこともあり、週二回家事支援に来ていただくことが決ま

りました。ナルクの方に洗濯物を干し、おいしい夕飯を作って頂きながら、初めての育児に戸惑う気持

ちや心細さ、長い間仕事中心だった暮らしから、一日のほとんどを家の中で過ごす暮らしにどこか馴染

めない感じなど育児を通してわいてくる様々な葛藤やしんどさを聴いて頂きました。そしていつもご

自身の豊富な人生経験を踏まえ、私の事情を把み理解して、心から励まし勇気ずけて下さいました。 

ナルクの方々からは人生を生きる上で必要な生活上のたくさんの知恵を授けて頂いてきたと思い

ます。ナルクの方のさりげないひとことが私にとって大きな励ましとなり支えとなって戸惑いや壁を

乗り越えてこられたと思います。これまでお世話になったこと心より感謝申し上げます。 

そしてどうぞ今後ともよろしくお願い申し上げます。  （竹橋町 依田麻理子） 

 

  これからのナルク活動にあたって 

☆私がナルクに入会したのは 2年前です。ボランティアをしていた町の保健室で、ひとり暮らしの 90

歳の女性が５００円で手すりを付けてもらったと言うのです。それがナルクだったのです。 

とりあえず、会員になったら意味がわかってくるだろうと思い入会、ひとり暮らしの私が将来使うつも

りでした。初めの 1年は、母親の介護が重なった為、何も参加できず、2年目にしてやっと会報配りや、

食事作りをし始めたところです。今では、高槻でひとり暮らしの父親の所に、将棋に月 2回来てもらっ

ています。こんなことなら、母親の時も助けてもらったらよかったと思いますが、当時は私自身に余裕

がなくて、介護保険を使う以外、頭が回らなかったのです。 

こんな経験が、将来役立てばいいなあと思っています。 （摂津 矢普留京子） 

 

☆お寺のコーラスで知り合った西さんにナルクの歌う会に誘われて来てみると懐かしい歌を楽しくギ

ターとコントラバスで演奏して下さりとても嬉しかった。三回目に来た時に、元若園町に住んで居た頃

の瀬川さんと渡辺さんが、一緒に歌っておられてびっくり、そこでナルク入会を決定。 

私は人の集まるところは何かとプラスになるので参加する事が好きで、時間があるとつい参加す

る。そこで新谷さんがこの頃草取りする方が無くて困ってる。草取り大好き行かせてと、月 1回草取り

に決める。ナルクに少し馴れてきて、入会させて頂いて感謝です。  

時間を上手に使えて嬉しく楽しく有り難いと、このナルクを考えられた方、ずっ－と継続された素晴

らしい皆様のお陰です。有り難うございます。これからもどうぞ宜しくお願い致します。 

（春日 坂本暁子） 

 

☆平成 25年 9月にナルクにお誘いを受けました。小生は、介護の経験も知識もあ

りませんし囲碁なら出来ますと話し、週一回の訪問を始めました。ドゥライフで会

員の活動を見てナルクの活動が少し理解でき皆さんの素晴らしさが分かりました。

わたしの囲碁の相手さんも二人となり訪問の機会を増やすごとに親しくなり勝っ

ては喜び、負けては悔しさを表し反省。最近は先生とか大先生と冷やかされ冗談を交えて歓迎して頂

いております。どちらがボランティアか分からないくらいです。約 2時間ですが趣味を通して少しでも

お役に立てれば幸いかと思っています。今後ナルクの皆さんの活動がますます広まり浸透していくこ

とを願って小生も微力ながら頑張ります。 （鮎川 広内正記） 

http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://pds.exblog.jp/pds/1/201102/24/79/e0160979_14195346.jpg&imgrefurl=http://senpuku.exblog.jp/14304968/&h=213&w=300&tbnid=IRSL6q7v5hHjAM:&zoom=1&docid=OjHegshi5bLIYM&hl=ja&ei=nM-bVdqdHcu60gTKoKrIDQ&tbm=isch&ved=0CCgQMygIMAg
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「ナルクの子供達」 

支援で触れ合う優君、幸ちゃん、悠君、奏君、あくあ君、いたずら大好きの子供達。いつも次の目的に

むかって目がキラキラしている。見守りをしながら、私は心の中で、遠くで暮らしている孫達を思うこと

がある。横浜の桜はもう咲いたかな、シアトルの家の庭にあるレモンの木は鈴なりかな～子供達の支援

のお陰で楽しい空想の時を持つことができます。 

先日は茶道の趣味をお持ちの方のお道具を拝見させて頂く機会がありました。三人の数寄者の集ま

りのお茶会がどんなに心のなぐさめになったか、楽しい会であったか、可愛らしい

おばあちゃまのお話、ほっこり聞かせて頂きました。物欲を捨て、簡素に生きるお

手本を見せて頂きました。 

これもナルクのお友達のやさしさ、気配りだと思いました。皆様に元気を頂いて、

日々過ごしたいと思っています。 （若園町 瀬川美子） 

 

「患者さんの花になる」 

 今年もカランコエがたくさんの蕾を付けました。 

何鉢もある中で私にとって特別な一鉢があります。八重のピンクの花をつける

カランコエです。 

七年前、自転車事故で済生会病院に運ばれました。痛さで意識もはっきりしない

中、ただ左脚がブラブラだったという感覚だけはありました。大変色々なこと

が脳裏をよぎります。 

処置室から病室に移された時痛さのあまり声が声にならなかったことを覚えています。次の日手術。

左股関節機能全廃で障害４級になりました。ベットで泣きました。受け入れられません。でも現実です。

仕事への復帰、ライフワークとしていた歴史を歩く、第九を唄いにゆく、それらが全部否定されてしま

ったように思え絶望感いっぱいでした。そんな時、病室の出窓に置かれた一鉢の花が私の萎えた気持

ちを慰めてくれました。４ケ月間の入院中ずっとそばで見守ってくれた花です。退院後長い距離を歩き

に行くことは出来なくなりました。 

ナルクの活動が空白になったその時間を今埋めてくれています。 

偶然ですが今、済生会病院の支援に入り、話し相手等させて頂いております。患者さんが楽しそうに話

に耳を傾けて下さる時は私も嬉しくなります。体調が悪いご様子の時は辛く重い気持ちになります。 

私が患者さんの花になれることを願っています。心にゆとりのある支援をするために私生活とのバ

ランスをとりながらナルク活動を続けて行きたいと思っています。  （玉櫛 飛田由美子） 

 

 

 
 

南ブロック  神田 茂 

南ブロックは、L・S地区が含まれます。ブロックと言われる以前は、地区とそ

の周辺地域の会員に呼びかけて、茨木市の桜まつりの開催中に花見の会も

ありました。その後南ブロックに会員が入会すると、ファミリーレストランを

会場に歓迎会を催し、呼びかけて集まった会員同士で、入会者の紹介・顔合

わせとナルク活動の近況・お喋りで楽しい一時を過ごしました。 

南ブロックとしては、組織だった活動はしていません。あまり気にしていなかったのですが、近頃利用

会員の入会が相次ぎ支援要請も増えている状態です。 

 

各ブロックたより 
 

見事に咲いた 
カランコエの花 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://blog.livedoor.jp/kisetu_sozai-illust/archives/18086164.html&ei=cc2bVYaAIoiw0ASO7ougDQ&bvm=bv.96952980,d.dGo&psig=AFQjCNH_awuF2k-CKFNKojYuG_SjBCzp8A&ust=1436360432304246
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRw&url=http://japanesenoodles.blog8.fc2.com/blog-entry-66.html&ei=OmecVZiMHca60gSP266QDQ&bvm=bv.96952980,d.dGo&psig=AFQjCNFzmvicpmIjg-tEKm0Ye9Vb3hybzA&ust=1436399780875097
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 ブロック制のもと、ブロック内で支援要請に対応できれば良いのでしょうが、現実はなかなか難しい

ようです。支援内容に活動会員の受け入れ体制が整っているか。ブロックによっては出来る所と、出来

ない所と、まちまちなのが現状なのではないでしょうか。 

隣接ブロックとの交流が図れ、気軽に助け合いができるようになれば望ましい第一歩になるかもしれ

ません。現実は「おしどりの会」として取り組まないとできない点が多々あるようです。 

北ブロック  奥村妙永子 

 北ブロックの会員は現在５２名です。茨木市の北部に有り、中でもＤ地区

は坂が多く、高齢者には移動しづらい地域です。しかし会員による助け合

いにより解決できることも多く、できることをできる人が協力しながら、

ナルクの理念を実践しています。 

ブロック制になって初めて、北ブロックは３月に「お誕生日会」の企画を担

当しました。「都合のつく方、おてつだいおねがいします～」の呼びかけに対して多くの方が協力を申

し出ていただきました。何回も集まり、意見を出し合い、それぞれの得意分野をいかし、手作りの楽しい

会を開催することができました。ボランティアの醍醐味は一人一人のささやかな力が結集され大きな

力になる事と思います。そして活動に個々人の経験や想いが生かされ、相互に補完することで、成果

に近づくこともボランティアの醍醐味と思います。「地域の人達と助け合いながら、その人らしく生き

る」ことができる社会を実現することが私たちの願いであり、その実現に少しでも力になりたいと考

えています。 

中央ブロック  横井玲子 

私が茨木京都ホテルでの高畑会長の講演をきっかけに、ナルクに入会致

しまして今年で８年目になりました。その間１５周年記念行事も行われ今年は

早や２０周年を目出度く迎える事となりつくづく月日を感じています。活動

方法も今までの地区単位でなく広範囲のブロック制に成りました。勿論サー

クル活動や各交流会も活発になり皆さん楽しく活動されています。私も８年

間個人支援を続けていますので支援者との信頼関係は深まっていると感じていますが、徐々に若い

会員の方にバトンタッチを、と考えています。 

サークル活動は一年前から絵手紙を始め、毎月一回皆さんと集まって、楽しくお喋りしながら自由に

筆を動かしています。誰でも気楽に参加できる様に、形式にとらわれず時間も画材もお喋りも自由な

楽しい会です。楽遊会もブロック担当制に変わり各ブロックでアイディアを出し合い、よりバラエティに

富んだ催しが多くなりました。私たち中央ブロックは昨年１１月の楽遊会では認知症予防の話とゲーム、

歌体操、懐かしい唱歌、フォークソング等で楽しい２時間を過ごしました。今後活動会員を如何に増やす

かが重要な課題となっています。その為にもブロック交流会を頻繁に開き会員同士の意思の疎通が大

切になってきました。 

２０周年を機会に活動会員を増やす努力をしたいと思っています。 

西北ブロック  青木啓子 

心に残っている行事として２月に開催した“常備菜でランチ”です。会員そ

れぞれが、日頃家庭で作っている自慢（？）の１品を持ち寄り交流を深めま

しょうが主旨です。当日は多種豊富な品数におしゃべりも弾み、英語で答え

るクイズで脳に刺激をもらい盛り上がりました。これもブロックで計画し、話

し合いをしながら会員同士が活発に動いた事が一番の成果と思います。こ

れからも自分たちが計画した行事には友人、知人を誘ってナルクはボランティアの支援だけではない

事を知ってもらえる楽しい企画をと考えています。 
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西ブロック  小松道生 

西ブロックはＦ地区（北春日丘・見付山）、Ｇ地区（北春日丘・南春日丘・美穂

ケ丘）、Ｉ地区（紫明園・下穂積・穂積台）からなります。現在世帯数４５世帯で 

６７名の会員数です。 

前年度はブロック制が発足、顔合せを７月２３

日に行い、１０名が集いお茶菓子を楽しみな

がらブロックの現状とこれからの行事などについて話しをしました。１０月 

１３日には大津祭に８名の健脚が参加しました。ＪＲ茨木駅から電車に乗り

大津まで行き曳山を見ながら市内見物を楽しみました。 

１２月１３日には摂津ブロックと共同で「お誕生会」を担当し１６名の方をお祝いしました。 

３月１日には万博公園の梅祭り見学を企画しましたがあいにくの雨天のため中止となりました。 

このように一緒に何かをすることによって親睦が図られ相互の理解が深められると思います。万博

公園の一角に新しいサッカースタジアム、水族館そしてショッピングモールなども出来ます。今後も近

くで負担にならない企画をしますので積極的に戸外に出ておいしい空気を満喫しましょう。多くの参

加を期待しています。情報は都度会報に掲載します。 

東ブロック  上野博 

東ブロックは白川、鮎川、新堂、学園、橋の内、総持寺の６地区より構成さ

れており、会員相互の親睦交流と助け合い、協力を目的に第１回交流会を平

成１７年１０月に開催ました。当拠点では初めての開催であり１７世帯２9名がス

タートです。身近な会員同士が顔合わせをし、親しく話をし交流を深めるこ

とによって気軽に声を掛け合い協力する関係を築こうと、以後毎年３～５回交流会行事を開催し現在

に至っています。 

 行事内容は、新年交流会、健康講座、料理教室、グルメを楽しむ会、歴史探訪とハイキング等に隣近

所や友人知人の呼び込みで会員を増やし、４月末現在４０世帯５９名に拡大しています。ブロックの最大

の特徴は、会員の８０%が活動会員でありブロック内の助け合いはブロック内で消化出来、むしろ他地区

への支援が多い状態であります。更に昨年４月に地区老人会との協働で茨木市の新規事業である「い

きいき交流広場・白川サロン」をたちあげ、地域高齢者との楽しい集いの場を提供し希薄化している地

域の絆の復活、引きこもりの防止と介護予防に大いに貢献しています。昨年一年間のサロン利用者は 

４８５３名と大盛況で、他地区老人会の模範として見学者も多く訪れております。茨木市も予測をはるか

に上回る利用者に、大成功と高い評価をしてくれています。 

 ブロック内の行事予定は毎年新年交流会で決定されています。今年は記念行事に配慮し年度後半

行事として９月２７日（日）グルメを楽しむ会、１１月２９日（日）散歩の会そして翌年１月２４日（日）新年交流

会へと行事は続いて行くのであります。 

摂津ブロック  牧野文恵 

摂津ブロックは摂津市の千里丘、正雀のＢ１地区と一津屋、鳥飼のＢ２地

区に分かれていますが、両地区が一緒に活動しています 

２０１１年当時に摂津市の会員数も増えてきたので、摂津市の拠点として

立ち上げようという意見があり、その準備として安威川公民館で月１回 

第２木曜日の１０時から１２時まで交流会と勉強会が始まりました。摂津市で

の拠点は立ち上げられませんでしたが、摂津ブロックとして活動しています。最近は仕事を再開した人、

用事が出来た人と集まる人数は少なくなりましたが、毎月の支援の予定や情報交換の場になってい

ます。 
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摂津ブロック独自の活動として、ナルクの活動を知ってもらうこと、入会者の増加と会員の交流を深

めるために、摂津コミュニティプラザで開かれる摂津市福祉まつりに出展しています。 

福祉まつりをみたといって入会された方はありませんが、ナルクを知ってもらえるようになりました。

遊びリテーション（*①）として春は近くの土手や、新幹線基地公園などでの花見、秋は箕面スパーラ 

ンド、ビール工場の見学など遠出をしています。 

支援活動に「ありがとう」の声をかけられ、感謝される喜びと、仲間が出来て遊ぶ楽しみ・・・などを大

切にしながらこれからも進んでいきたいと考えています。。 

私の好きな言葉 「今大事、これから大事、ゆめ大事」 でこれからも活動していきたいと思います。

（*①）「遊びリテーション」とは、「遊びやゲームなどを取りいれたリハビリテーション」という意味の新しい言葉

で、遊びとリハビリテーションの一体化をめざすもの。 

 

在宅支援と受託事業            

ナルク茨木・摂津の創立２０周年を迎え、その活動を振

り返りたいと思います。設立以来、地域の方々と助け合い

支えあいながら「高齢者、障がい者支援・子育て支援」に

取り組んできました。これまでの取り組みが評価され、茨

木市において第１号ボランティア団体として事業を受託し

ました。 

２００８年「茨木市高齢者ごいっしょサービス」をスタート

しました。介護保険では対応出来ない認知症患者への支

援を行っています。自宅で生活しながら、引きこもりを防

ぎ、散歩、話し相手、見守り、介護者の介護疲れのリフレッ

シュの対応等の「生活の質」の向上に役立つ支援が目的

です。この様な取り組みを推進する茨木市の姿勢は、今

後、より重要な社会的課題となる「介護」という問題に光

明を見る思いがします。       

このようなナルクの活動は、その趣旨に賛同する会員に    ホームヘルパー研修事業の 

支えられており、日々の介護を受けられる方の立場に寄り       大阪府知事指定書 

添った対応は信頼される存在になりつつあります。                                                        

期待される支援のあり方は１００人１００様ですが、研修を重ねてより効果的な支援したいと考えてい

ます。このような取り組みの結果、これ迄延べ４３０名で２９１３時間の支援をさせて頂きました。 

また、２０１３年から「ひとり暮らし高齢者等日常生活支援」事業についても茨木市から受託しました。 

高齢で独り暮らしの「要介護１～５」の方に対して、３０分以内の軽作業（１ヶ月に２回迄）の支援を行って

います。僅かな時間の支援ではありますが、傷みや体の不自由さを抱える人に、暮らしの不便さを少し

でも支える支援です。この支援への要望は毎月増加して、これ迄延べ１３３名２５１回の支援を行っており、

これからも支援要請が増えていくと予想しています。 

年々高齢化が進む事により、我々が行っている支援事業へのニーズはますます高まっていくことで

しょう。支援にも適切なルールと知識を備え、より効果的な支援活動につなげることが重要と思いま

す。地域の方々と力を合わせ、協力して住みなれたこの町で一人一人が望む暮らしの実現に、ナルク

会員が一つになり努力していきたいと思います。 (担当 奥村妙永子） 
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イベントに参加して     

６月２７日（土）雨の予報をナルク会員のパワーで曇りに変え

てナルク２０周年記念イベントが立命館いばらき大ホールで行

われました。９時３０分頃から来場者が見え始め、１０時にはナル

ク高畑会長の挨拶によりイベントが始まりました。 

オープニングの立命館大ジャズクラブの演奏は観客の皆さ

ん手拍子で気分が盛り上がり、続いてコール Riverコーラスのすてきな歌声がホールに響きわたりまし

た。 少林寺拳法の演武では、沢山のワザの型が披露され迫力を感じました。またオージーンズの皆さ

んとともに歌ったり、見事な声帯模写に大笑いしたり、アマチュアの皆さんの芸達者に驚いたり感心す

るうちに、いよいよ練習に練習した私達仲間のフラダンスの出番。緊張はしたものの、フラダンスクラ

ブの方々とリズミカルに体が動き練習の成果がでてとても楽しく踊れました。 

午前の記念イベントの楽しい時間があっという間に過ぎました。 （真砂 大嶋千鶴子） 

 

記念講演を聴いて 

☆福祉の第一人者 堀田力氏 

「さわやか福祉財団」堀田力会長はかつて検事としてロッキード事

件を担当され、退官後は福祉の方で活躍されていることは皆様もよ

くご存じの事でしょう。 

テーマは「これからの地域の助け合いとネットワークづくり｣でした。

今、超高齢社会に入り厳しい諸情勢の変化にともない介護保険の給

付も変わり支援の後退が心配されています。これらの問題をどうす

れば良いかということで“ネットワークづくり”の大切さを熱心に説かれました。今は近くに住んでいる

人同士でも疎遠になりがちですが、東京のある団地の自治会長になられた素晴らしい女性のリーダー

シップを語られました。そこでは、自治会で、まず集会所に子供向けの教育専門家を招き、話し合いの

機会を持たれました。そこで若いお母さんたちが話を聞かれたことから一人で悩んでいたお母さん達

がとても親しくなられたそうです。 

また過疎地では、顔見知りの一人暮らしの高齢者の方を、近所同士で温かく見守り助け合いの心で

支え、お互いが喜びを得ているお話もされました。 

 会員ひとり一人が、何が出来るか出来ないか、何を望んでいるのかを話し合い、地域との連携、自治

体との共存などを話し合い今後の活動に繋げていきたいと思っています。（北春日丘 高田絹子） 

☆プロ野球名球会 立浪和義氏                              

立浪氏の小学生の頃から現在に至るまでの野球人生を楽しく興味

深くお話していただきました。 

講演中多くの皆さんが、時に笑い、時にうなずきながら熱心に耳を傾

けておられ、あっという間の一時間でした。 

 学生時代に体験された経験から、我慢する事で得られる忍耐力、理

不尽・無駄と思える事から、どれだけ 大切なものを得ることができる

か、教えていただきました。 

２０周年記念イベント 
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 立浪氏は力を貯める時と発揮する時のバランス感覚がすばらしい方だと感じました。 

講演の中でもお話がありましたが、近い将来、監督としてテレビの画面に登場される日も遠くないよう 

に思います。阪神ファンの私ではありますが、その時だけは立浪氏のチームを応援します！！ 

講演を聞いた方は皆さんそう思ったのではないでしょうか。 

講演の最後に質問の時間を設けていただき、とても盛り上がり、もっとお話を聞きたい気持ちになっ 

たのは、私だけではなかったと思います。    （摂津 岩田清栄） 

 

 

☆和太鼓       

フィナーレは関西大倉校の中学生と高校生によ

る、和太鼓の演奏でした。 

伝統的な和太鼓の演奏を想像していたら大違

い！！鳴り響く太鼓の音がお腹に響き心を揺さぶ

ります。まるで異国にいて、砂漠の空高く雷が鳴り

響き、雨雲を呼び寄せ恵みの雨を降らせるような。 

また、ある時は、森の奥深く収穫を祝う祭りの輪

で祝杯の宴を共に祝っているような。 

演奏者の技量もさることながら、すばらしい指導者

の方がおられるのだろうと・・・ 

パフォーマンスの完成度と若者のパワーに感動。 

ジンジン心に響くすばらしい演奏でした。  

 （摂津 岩田清栄） 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記念交流会演技の数々 

イベントのチラシ 
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【７月行事予定】               【８月行事予定】 

 

8月 13日～１６日迄 事務所はお休みです。 

 

お願い 事務所に各行事の出欠名簿を備え

ています。事務所にこられた方は  

出＝○ 欠＝× を記入願います。  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

８・２５日 パッチワーク 10:00 会議室 

８日（水） ハンドマッサージ 13：30 ﾄﾞｩﾗｲﾌ 

９日（木） 
摂津ブロック交流会 

三役会 

10：00 

13：00 

安威川公民館 

会議室 

９～１６日 茨木高校授業協力  茨木高校 

１１日（土） 
運営委員会 

新入会員歓迎会 

10：00 

13:00 

会議室 

会議室 

１５日（水） 研修会（交通法規） 13:30 ユーアイホール 

22日（水） 歌舞伎鑑賞 11:00 大阪松竹座 

２４日（金） 
Ｔコーディネーター研修会 

お疲れ様会 

14:00 

17:00 

会議室 

はなの舞 

26日（日） 青春切符の旅・絞りの有松 8:00 ＪＲ茨木駅改札口 

1日～17日 高校生ボランティア体験  

8日（土） ビデオ鑑賞会 10:00 

１１日（火） 三役会 13：00 

18日（火） 
歌舞伎③「曽根崎心中」

のルートをたどる 

 

 

 

７月２４日(金) １４：００～ 

久し振りの開催です。 

コーディネーターの方も奮って

ご参加ください。 

場  所： 会議室 

担 当: 石田 
 

トータルｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
研修会 

 
 
 
 

お疲れさま会 

７月２４日(金) １７：00 
 

前代表に感謝をこめて！ 

多くの方の参加を！ 

場  所：はなの舞 

会 費：飲み放題 4000円 

申込み締切:21日まで 

担 当: 石田 
 

青春 18切符の旅 

７月２６日(日) ８：00 

 

有松から桶狭間古戦場へ！ 

江戸情緒あふれる美しい町並

みへ出かけましょう 

集合場所：JR茨木駅改札口 

時  間：8:00時間厳守 

申込み締切 :20日まで 

担 当: 今井 
 

 

日帰りバスツアー 
9月１７日(木)  

行 先：伊賀上野から信楽へ 

会 費：7300円   ・申込み締切:8月 25日まで           

詳細は会報８月号に織り込みチラシで案内します。 

お 礼 

20周年記念号作成にあたり多くの皆様方からお祝いの言葉を始め、貴重な原稿・ 

写真等をお寄せいただき、編集作業等にもご協力を賜りましたこと厚くお礼申し上げます。 

 （会報担当一同） 

 
 

お知らせ 

8月 8日（土）10:00～   ・20周年記念イベントのビデオ鑑賞会  会議室 
お誘いあわせの上 多数ご参加ください  担当:石田 
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☆議事･連絡事項など 

（１）５月３０日総会、記念式典、懇親会が無事に終わりました。 

総会８１名、式典１１６名、懇親会１０４名の出席で行われました。 

他拠点の来賓からも、団結して盛り上げているとの好評価であった。 

（２）６月１０日北摂６拠点連絡会が行われ、①会員１万人増強、②地域包括センターへの取り組み、 

③ボランティア保険の変更（保険金、保証内容）が提起された。 

 （３）6月 18日関西テレビの番組に瀬川さんが出演された。今後坂本さんも出演の予定がある。 

 （４）運営委員会の当番表（司会・書記）を掲示する。⇒８月運営委員会はありません。 

 （５）行事の実施報告書に詳細（200字程度）を記載する。 

 （６）ドゥライフ会議室の使用について。①使用者が３ｹ月先までの予定表（事務所に掲示して 

  ある）に毎月２５日までに記入する。②事務局がドゥライフに届け出て使用承認を得る。 

③重複した場合は事務局より使用者に連絡する。 

☆6月度の活動実績 

時間預託活動 519点 目標比当月 111% 累計 104% 前年同期比 119% 

奉仕活動 2049点 〃     188%  〃  144%     〃      146% 

活動全体 2568点     〃     165%  〃  132%     〃      139% 

 ・時間預託活動では高齢者支援はやや少なく子育て支援が多かった。奉仕活動では白川サロン 

支援・子育てが順調であった。拠点活動も２０周年記念関連作業で大幅に増加した。 

・利用点: 1５点 （累計 45点 ） 遠慮せず気軽に利用しましょう！ 

☆6月の会員移動 

 ・入会者:なし 

・退会者：村野よね（正雀）、田村茂子（西駅前）、六條好聡・彩花（唐崎中） 

・６月末会員=４３８人（女性２８１人、男性１５７人） 

〈参考:２６年３月末会員=４３４人〉 

☆6月の新規支援要請 

ご協力頂ける方は <コーディネーター> に連絡願いします。 

玉櫛（Ｈ） 高齢者支援 水やり 月１～２回 瀬川 一般 

白川（Ｙ）   〃 話し相手 週 2～3回 池原 〃 

東福井(Ｎ)   〃 話し相手他 週１回 牧野 ごいっしょ 

真砂（Ｔ） 障がい者支援 食事つくり他 検討中 石田 一般 

※７月の「iT で遊ぼう! 」はお休みします。 

 

 

 
会報８月号は ８/４（火）１５時完成予定です。配付担当は事務所へ取りに来て下さい。 

   

当拠点の賛助会員 (敬称略･順不同)   いつもご支援ご協力ありがとうございます。 
   ・デイサービスセンター「ドゥライフ茨木」 ・あいおいニッセイ同和損保㈱ 
   ・若林三雄  ・友次通憲  ・原田 平  ・辰見 登  ・長谷川 浩 

運営委員会報告・関連ニュース 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A7dPeCnNCGtVBEIA2mCU3uV7/SIG=12j5vbiqn/EXP=1433164365/**http:/www.city.sanda.lg.jp/chiikishien/images/idobatakaigi.gif


○　会員の推移

年度 世帯 会員 男性 女性
7 38 65 28 37
8 55 94 40 54
9 72 122 51 71
10 102 170 73 97
11 119 195 83 112
12 126 206 88 118
13 126 208 89 119
14 135 219 93 126
15 144 230 96 134
16 170 260 109 161
17 188 299 122 177
18 206 324 132 192
19 234 366 149 217
20 228 348 142 206
21 251 371 150 221
22 272 402 153 249
23 269 392 150 242
24 274 394 149 245
25 281 399 148 251
26 300 418 149 269

○　平均年齢

21 22 23 24 25 26
65 65 64 66 67 68

○　活動点数
年度 合計
年度 提 供 講師 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 当番等預託計 福 祉 子育て 環境 NALC 奉仕計 全 体
17 1,368 11 0 1,048 2,549 1,489 526 63 3,408 5,486 8,035
18 1,873 33 11 913 3,090 1,527 1,853 102 4,404 7,886 10,976
19 1,780 170 27 1,133 3,174 3,169 2,182 133 5,513 11,215 14,389
20 1,686 115 32 1,138 3,013 2,104 1,800 125 6,063 10,196 13,210
21 2,182 80 43 1,274 3,578 2,664 1,315 89 5,690 9,869 13,447
22 3,357 181 67 1,306 4,929 3,834 1,198 106 6,091 11,306 16,235
23 2,606 193 122 1,549 4,470 2,394 1,204 253 2,614 6,687 11,157
24 2,699 279 132 1,490 4,600 2,241 1,695 217 3,783 7,936 12,536
25 2,800 148 122 1,529 4,599 2,208 1,292 76 4,683 8,259 12,858
26 3,276 350 186 1,467 5,279 5,175 1,249 77 5,743 12,244 17,523

平均年齢(歳)
年度

時間預託活動点数 奉仕活動点数
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会報でたどる２０年（１）
平成 月 ナルク茨木・摂津の主な出来事

７ ・Ｈ７．７．16（１９９５）設立総会　茨木市福祉文化会館 参加者約１００名

・ＷＡＣアクティブ・クラブ茨木・摂津支部として発足。ネーミングは【おしどりの会】と決定。お互いが思
いやりと助け合いの気持ちで、いつでも仲良く連れ立って、ボランティア活動をしていけるようにと
の願いと、この会にはできる限りご夫婦で会員になってほしいという趣旨です。
代表：山田稔　会員数:１８世帯２９人
事務所：茨木市西駅前６－２３（株）利宝、魚庵すし若　事務所内

・創刊号発刊
１２ ・ボランティアに必要な知識　研修会開催　大盛況！！

・阪神大震災ボランティア活動に５人参加　　会員数　１２月１０日現在　３９世帯　５７人

３ ・支部主催研修シリーズ「ボランティアに必要な知識」市民参加もあり好評

６ ・初介助に興奮（燃える）　いよいよ活動始まる！！
・第1回定時総会開催
・済生会茨木病院主催の研修会開催
・一日介護教室・コーディネーター研修　３回終了者１４人
・ホームヘルパー養成研修（厚生省基準３級）　終了者３人
・ホームヘルパー厚生省2級取得者　２人
・8月1日事務所設置・当番常駐制度開始　　・PC導入　日本財団（日本船舶振興会）より援助
・研修会「痴呆の父をかかえた夫婦の介護記録」　北摂４支部合同主催

７ ・大阪府知事よりホームヘルパー養成研修事業（3級課程）の指定を受ける
９ ・みんな集まれボランティア参加
９ ・「ボランティアに必要な知識」シリーズのまとめとしてホームヘルパー3級養成研修講座開講
１１ ・フリーマーケット初参加（出店）天候、品物、店員の応対等に恵まれ　約３時間で完売

・ホームヘルパー3級研修会無事終了参加者42名（当会員15名）
・事務所移転：茨木市春日1丁目２－１(株)利宝，魚庵すし若　若林三雄様方

１ ・神戸震災3周年復興フェニックスマーケットに参加

６
・組織の名称を【ＮＡＬＣ】ＮＩＰＰＯＮ ＡＣＴＩＶＥ ＬＩＦＥ ＣＬＵＢに変更し「日本時間預託ボランティア協会」
ＷＡＣ　（長寿社会文化協会）と組織を分ける

４ ・介護保険制度スタート　260万人が利用

・ボランティアシール活動スタート
・ＮＡＬＣ設立5周年全国大会  参加者　市民を含め2000人当会１３人
・茨木高校授業支援　第1回始まる

８ ・水泳指導ボランティアに参加
・生活研究アドバイザー登録者42人

１１ ・クリーン大作戦　１３５人（少林寺拳法７３人　茨木高校同好会３２人　ナルク３０人参加）
・ボランティアシール制度を改め　ＮＡＬＣ奉仕活動制度がスタート

５ ・ＮＨＫの看板番組「クローズアップ現代」でナルクの活動が取り上げられた
１２ ・「老人介護教室」済生会茨木病院と共催でスタート

・情報交換のための会合「仮称　定例会」設置
・シニア情報誌　本部発行「アクティブらいふ」７月号からお目見え
・「仮称　定例会」初会合１４人が参加　意見交換を行う　交流遊友
・介護保険事業　ケアマネージャー研修生受け入れ　２月実施　６人
・ケアマネージャー（介護支援専門員）受験資格となる【実務経験証明】の発行が認められる
・会報タイトル【ナルクおしどりの会】に変更　（旧おしどりの会）
・ナルク　エンディングノート　本部作成　頒布始まる

５ ・事務所移転：茨木市春日１ー１２-１６　　　若林様大変長らくお世話になりました。
・NALCパソコン教室開講毎週火曜日
・ナルク１０周年記念　記念交流パーティ

４ ・記念ウォーク　５８０KM　会員４人とその家族が参加
・新人交流会　テーマ”入会の動機・ここが聞きたい！！”
・府社協　高校生・大学生を対象の夏のボランティア支援

１２ ・済生会茨木病院と病院ボランティアの共同活動スタート　登録１８人
７ ・１０周年記念総会
７ ・ナルク福祉調査センター・外部評価グループ4人参加

・ナルク茨木・摂津拠点　拠点エンブレム（ワッペン）制定
１２ ・事務所移転：茨木市東中条町１－６

１６年

１７年

７年

８年

９年

１０年

１１年

１２年

１３年

１４年

１５年
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会報でたどる２０年（２）
平成 月 ナルク茨木・摂津の主な出来事

８ ・第１回ドゥライフ夏祭りに初参加
９ ・済生会茨木病院との第一回病院ボランティア交流会開催
10 ・市民活動センター開設
１２ ・ドゥライフとの交流会
４ ・茨木市に子育て支援課開設
４ ・当拠点　茨木市老人介護家族会の賛助会員に登録
６ ・セカンドステージ応援セミナーｉｎ茨木開催
１２ ・団塊世代への次世代育成セミナー開催（(財）子ども未来財団）
１ ・シニア介護サポーター養成研修始まる
３ ・地域福祉フォーラム開催。（茨木市高齢者サービス事業所連絡会）
８ ・茨木市高齢者ごいっしょサービス事業委託契約を結ぶ
１２ ・済生会茨木病院とナルクとの介護教室開催
５ ・ナルク設立本部１５周年記念式典開催
５ ・代表交代（山田稔氏から池原洋志氏へ）
９ ・認知症サポーター養成講座開催
１１ ・摂津市福祉計画シンポジュウム開催
３ ・東日本大震災
３ ・地区交流会　新郡山・東・摂津
５ ・１５周年記念式典
・薬の正しい飲み方講座
・木曜サロン　バイオリン演奏
・上級救急救命講習会　　茨木消防本部
・ケアメイク講習会
・在宅での認知症ケア講習会
・高校授業協力　茨木・春日丘・三島・福井

２ ・会報「ひとくちメモ」スタート
５ ・会報二色カラー印刷開始
・ＨＰ開設
・家庭介護を学ぼう
・出前講座　「介護保健制度」を学ぶ

６ ・全国に先駆けて（ナルク市民後見）第１号開始
６ ・「ナルク」　ＮＨＫＴＶテレビ放映（１５日・２２日）
・定例会（愛称：楽遊会）、カラオケ、歩楽人クラブ発足

５ ・第２０回クリーン大作戦式典　茨木市長・少林寺拳法グループから感謝状を授与された
６ ・お誕生会スタート
１１ ・子育て支援シンポジュウム開催（ローズＷＡＭ）

・授業協力、車椅子実習（福井高校、春日丘高校）

１ ・複合カラー複写機導入

５ ・代表交代（池原氏から東條氏へ）

６ ・歌おう会発足
・個人情報保護法を学ぶ
・茨木市ひとり暮らし高齢者日常支援委託契約を結ぶ
・北摂ブロック身障者スポーツ大会の参加者支援
・成年後見人講座開催

１ ・本部主催大規模研修会（ゲスト阿川佐和子さん）
１ ・茨木アクティブシニアフェスタ参画開始
・新会員研修懇談会開催
・絵手紙同好会スタート

４ ・ブロック制スタート
４ ・白川サロン開設
５ ・本部２０周年記念行事（仙台・福島で開催）に参加
９ ・日帰りバスツアー（生野銀山～姫路城）
１１ ・市民活動フェスタに参加
５ ・２０周年記念総会・式典・懇親会開催（茨木市役所南館茨木スカイレストラン）
５ ・代表交代（東條氏から石田氏へ）
６ ・記念イベント（立命館いばらきフューチャープラザ大ホール）

１８年

１９年

２０年

２１年

２２年

２３年

２５年

２７年

２６年

２４年
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○　２６年度の活動状況（交流会・同好会他を含む）

項目
高齢者・
障がい
者支援

子育
て支
援

講師
生活ア
ドバイ
ザー

コー
ディ
ネート

事務
所当
番

所定
事務

福祉
子育
て

環境
拠点活
動

交流会・
同好会
他

合計

点数 2547 729 344 6 186 693 774 5175 1249 77 5743 2443 19966

項目
高齢者・
障がい
者支援

子育
て支
援

講師
生活ア
ドバイ
ザー

コー
ディ
ネート

事務
所当
番

所定
事務

福祉
子育
て

環境
拠点活
動

交流会・
同好会
他

合計

人数 851 285 60 1 96 205 118 539 156 35 769 309 3424

○　直近５年の諸活動
26年度25年度22年度 23年度 24年度

19 710
項　　目

研修会・勉強会
75
34

124 121

20
68
36

12

107

70
30

53
36

71
33

同好会・交流会
行事・会議

計 108 114

2547 
729 

344 

6 

186 
693 

774 

5175 

1249 
77 

5743 

2443 ２６年度の活動点数 
高齢者・障がい者支援 

子育て支援 

講師 

生活アドバイザー 

コーディネート 

事務所当番 

所定事務 

福祉 

子育て 

環境 

拠点活動 

交流会・同好会他 

851 

285 

60 

1 
96 

205 

118 
539 

156 35 

769 

309 ２６年度の活動者数 
高齢者・障がい者支援 

子育て支援 

講師 

生活アドバイザー 

コーディネート 

事務所当番 

所定事務 

福祉 

子育て 

環境 

拠点活動 

交流会・同好会他 

19 10 7 
20 12 

53 
71 70 68 75 

36 33 30 36 34 

108 114 107 
124 121 
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回
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直近５年の諸活動 

研修会・勉強会 同好会・交流会 行事・会議 計 
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